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〔    18 世紀イギリス           〕 〔 ヘンリ・ダンダス  〔 インド政策 〕 
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 本研究は、18 世紀後半イギリス、具体的に 1783 年から 1793 年のイギリスのインド政策を対象にする。この
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2) IOR/L/PS/2/1（Secret Minutes of the Board of Control）：BOC の秘密委員会の議事録。出欠記録、主要議
題が記録されている。本史料を所蔵する IOR の史料概要には、ダンダスが設置した BOC 内部委員会と説明さ
れるが、この点は現時点では、他史料も含め史料に基づいて明らかにし得ていない。 






を用いた。基本的には、Eighteenth Century Correction Online、Making of the Modern World である。また、















の独裁的運営の認識は、ダンダス本人やBOC 委員によって否定されていた。そこで、具体的に次の 3 点を軸に








 研究成果報告については、調査過程において近世イギリス史研究会（2014 年 10 月 12 日、於早稲田大学）での
個別報告として部分的成果を発表した。このとき研究会参加者からいただいた助言やコメントは、その後の調査に
生かすことができた。これらの助言等は現在執筆中の投稿論文に活かし、査読付き論文として発表する予定である。 
※ こ の （ 様 式 ２ ） に 記 入 の 成 果 の 公 表 を 見 合 わ せ る 必 要 が あ る 場 合 は 、 そ の 理 由 及 び 差 し 控 え 期 間 等  
を 記 入 し た 調 書 （ Ａ ４ 縦 型 横 書 き １ 枚 ・ 自 由 様 式 ） を 添 付 す る こ と 。  
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 本年度中は、研究経過を次のように発表した。  
  ④その他（研究会口頭報告）  
   近世イギリス史研究会例会、 2014 年 10 月 12 日、於早稲田大学（早稲田キャン
パス 26 号館 302 会議室）  
   個別報告：「小ピット政権初期のインド政策、 1783-93 年」  
  
 また、次年度以降となるが、次の形式において研究成果発表を予定している。  
①  雑誌論文  
「（仮題）イギリスにおけるインド政策のはじまり―ヘンリ・ダンダスの影響力、
1783-93 年」  
    投稿先は 2015 年度に『史苑』（立教大学）への投稿を予定している。  
 
